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○藤枝市武道館条例 

昭和５９年１２月２２日 

条例第３３号 

（設置） 

第１条 市民の健康の増進と心身の健全な発達を図るため、武道館を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 武道館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 藤枝市武道館 

位置 藤枝市駅前三丁目２１番１号 

（開館時間） 

第３条 藤枝市武道館（以下「武道館」という。）の開館時間は、午前９時から午

後９時までとする。ただし、第１７条の規定により市長が指定するもの（以下「指

定管理者」という。）は、必要と認めたときは、市長の承認を得てこれを変更す

ることができる。 

（休館日） 

第４条 武道館の休館日は次のとおりとする。ただし、指定管理者は必要と認めた

ときは、市長の承認を得て変更し、又は臨時に休館することができる。 

(１) 水曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日に当たるときは、その翌日） 

(２) １２月２８日から翌年１月３日まで 

（使用の許可） 

第５条 武道館を使用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならな

い。 

第６条 指定管理者は、武道館の使用を許可するに当たっては、使用の目的、範囲

及び期間その他管理上必要な使用条件を付することができる。 

（使用の不許可） 

第７条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、武道館の使用を許

可しないことができる。 

(１) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めたとき。 

(２) 管理上支障があると認めたとき。 

(３) 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になる

と認めたとき。 



2/7 

(４) その他指定管理者が必要と認めたとき。 

（利用料金） 

第８条 武道館の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、指定管理者

に対し、利用料金（地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）

第２４４条の２第８項の利用料金をいう。以下同じ。）を使用許可を受けた際に

納入しなければならない。ただし、指定管理者が特に納期を定めたときは、この

限りでない。 

２ 利用料金は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長

の承認を得て定めるものとする。利用料金を変更しようとするときも同様とする。 

３ 指定管理者は、前項の承認を得たときは、その旨及び当該利用料金の額を公表

しなければならない。 

４ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、規則で定めるところにより、利用料金を減額し、又は免除

することができる。 

（利用料金の不還付） 

第１０条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、次の各号のい

ずれかに該当するときは、規則で定めるところにより、その全部又は一部を還付

することができる。 

(１) 使用者の責によらない理由で使用できなかったとき。 

(２) 使用者が使用の日前５日までに使用許可の取消しを願い出て、指定管理者

が相当の理由があると認めたとき。 

(３) その他指定管理者が特別の事情があると認めたとき。 

（指定管理者の指定の取消し等があった場合における使用料の取扱い） 

第１１条 使用者は、指定管理者が法第２４４条の２第１１項の規定により指定を

取り消され、又は管理の業務の全部の停止を命じられたときは、第８条第２項の

規定により定められた額を武道館の使用料として市に納めなければならない。 

（特別設備の制限） 

第１２条 使用者は、施設の使用に当たり特別の設備をしようとするときは、あら

かじめ指定管理者の許可を受けなければならない。 

（使用許可の取消し等） 

第１３条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用の許可を取
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り消し、又は使用を禁止し、若しくは制限することができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(２) 使用許可の条件又は指示に違反したとき。 

(３) 第７条各号のいずれかに該当する理由が生じたとき。 

(４) その他指定管理者が必要と認めたとき。 

２ 前項の規定によって生じた損害については、指定管理者は、その責を負わない。

ただし、指定管理者の都合による場合は、この限りでない。 

（原状回復の義務） 

第１４条 使用者は、武道館の使用が終わったとき又は前条第１項の規定により使

用の許可を取り消され、若しくは使用を停止されたときは、直ちに原状に回復し

なければならない。 

（使用権の譲渡等の禁止） 

第１５条 使用者は、使用の権利を他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（損害賠償の義務） 

第１６条 使用者は、武道館の建物、設備、備品等をき損又は亡失したときは、市

長の定める損害額を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由

があると認めたときは、減額又は免除することができる。 

（指定管理者による管理） 

第１７条 市長は、法第２４４条の２第３項の規定に基づき法人その他の団体で市

長が指定するものに武道館の管理に関する業務を行わせることができる。 

２ 前項の規定により行う指定管理者の管理に関する業務は、次のとおりとする。 

(１) 武道館の使用の許可に関する業務 

(２) 武道館の利用を通じたスポーツの普及振興に関する業務 

(３) 武道館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

(４) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

（委任） 

第１８条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、昭和６０年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６０年６月２７日条例第１６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和６０年１２月２５日条例第３８号） 
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この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和６１年３月２５日条例第６号） 

この条例は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附 則（平成元年３月２３日条例第２４号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成元年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の藤枝市武道館条例別表の規定にかかわらず、平成元年４月１日前に使

用許可を受けた者の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則（平成９年３月２６日条例第２７号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の藤枝市武道館条例別表の規定にかかわらず、平成９年４月１日前に使

用許可を受けた者の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則（平成１７年９月３０日条例第３３号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過規定） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の藤枝市武道館条例（以下「旧

条例」という。）の規定により教育委員会がした許可その他の行為は、改正後の

藤枝市武道館条例（以下「新条例」という。）の相当規定に基づいて、指定管理

者がした許可その他の行為とみなす。 

３ この条例の施行の際現に旧条例の規定により教育委員会に対してされている申

請その他の行為は、新条例の相当規定により指定管理者に対してされた申請その

他の行為とみなす。 

附 則（平成２１年３月２７日条例第１３号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に改正前の藤枝市武道館条例の規定によりされた処分、

手続その他の行為は、改正後の藤枝市武道館条例の相当規定によりされたものと
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みなす。 

附 則（平成２６年３月２６日条例第１０号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例（第１条及び第３４条の規定を除く。）による改正後のそれぞれの条

例の規定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に行う施設等

の使用等に係る使用料等で施行日以後に納付するものについて適用し、施行日前

に行った施設等の使用等に係る使用料等で施行日前又は施行日以後に納付するも

の及び施行日以後に行う施設等の使用等に係る使用料等で施行日前に納付するも

のについては、なお従前の例による。 

附 則（平成３１年３月２０日条例第３号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

（適用区分） 

３ この条例（第１条及び第３５条から第３８条までの規定を除く。）による改正

後のそれぞれの条例の規定は、施行日以後に行う施設等の使用等に係る使用料等

で施行日以後に納付するものについて適用し、施行日前に行った施設等の使用等

に係る使用料等で施行日前又は施行日以後に納付するもの及び施行日以後に行う

施設等の使用等に係る使用料等で施行日前に納付するものについては、なお従前

の例による。 

附 則（令和３年３月１９日条例第６号） 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年１２月１５日条例第２９号） 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

別表（第８条関係） 

(1) 競技場等 

使用時間 

 

使用区分 

午前9時

から午前

12時まで 

午後1時

から午後

5時まで 

午前9時

から午後

5時まで 

午後6時

から午後

9時まで 

午後1時

から午後

9時まで 

午前9時か

ら午後9時

まで 

第1道 専用使 一般、学 円 円 円 円 円 円 
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場 

第2道

場 

用 生 2,200 3,300 5,500 3,830 7,130 9,330 

児童、生

徒 

1,100 1,630 2,730 1,860 3,510 4,610 

個人使

用 

一般、学

生 

100 150  210   

児童、生

徒 

50 70  100   

第1会議室 1,310 1,750 3,070 2,630 4,400 5,710 

第2会議室 430 650 1,080 1,080 1,740 2,170 

(2) 空調機 

種類 単位 使用料（円） 

第1道場 

第2道場 

冷房 1時間 670 

暖房 1時間 620 

備考 

１ 「一般、学生」とは、一般社会人、大学及び短期大学の学生をいう。 

２ 「児童、生徒」とは、幼児（満３歳以上）、小学校児童、中学校及び高等

学校の生徒をいう。 

３ 土曜日の午後、日曜日及び祝日に使用する場合（道場の個人使用を除く。）

は、当該使用料の２０％に相当する額を加算する。 

４ 藤枝市民及び市内の事務所等に勤務する者以外のものが使用する場合（道

場の個人使用を除く。）は、当該使用料（３により加算した額を含む。）の５

０％に相当する額を加算する。 

５ 道場の一部を専用使用する場合において、その使用面積が２分の１に満た

ないときの使用料は、当該使用料（３及び４により加算した額を含む。）の２

分の１の額とする。 

６ 道場において、使用時間が午前９時から午後５時までの間に使用者が照明

設備を使用するときは、１基につき１時間２５円の電気料を徴収する。 

７ ３から６までの場合において、使用料の額に１０円未満の端数が生じたと

きは、これを切り捨てる。 

８ 特殊の電気設備をしたときの電気料は、別に実費を徴収する。 

９ 使用のための準備及び原状回復のための時間は、使用時間に含む。 
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１０ 使用者が、入場料等を徴収して使用する場合の使用料の額は、使用時間

区分に規定する使用料の額の６倍に相当する額とする。 

１１ 付帯設備の使用料の額は、藤枝市民体育館付帯設備の使用料の額に準じ

て算定した額とする。 

 


